＜これってセクハラ？＞

ナレーション
　こちらは，とあるファミレスに勤務するAさんです。Aさんは，このファミレスの店長をしていました。

Ａ店長
　よーし，今日も一日、がんばろう。今月は、なにをがんばろうかな。そうだ、今月は、仲間同士のコミュニケーションをがんばろう。
＞
ナレーション
　こちらは，アルバイトのB子さんですB子さんは、近くの女子大に通いながら、このファミレスでアルバイトをしていました。
　ちょうどB子さんが出勤してきたところでした。
B子さん
　あ，A店長，おはようございます。本日も宜しくお願いします。

Ａ店長
　おー，B子さん，おはよう。今日もよろしくねー。
＞
ナレーション
　このとき，Ａ店長は，Ｂ子さんがいつもより少しだけ，元気がないように感じました。
Ａ店長
あれれ，なんだか，Ｂ子さん，いつもはもっとハキハキしてて，大きな声で，「ありがとうございましたー」っていうのに，なんだか，ちょっとだけ，いつもと違う感じがするなぁ。

ナレーション
このように思ったＡ店長は，Ｂ子さんに声をかけてみました。
＞
Ａ店長
　Ｂ子さん，今日もおつかれさまです。今日もがんばってくれて，ありがとうね。
＞
B子さん
　あ，Ａ店長，おつかれさまです。今日もありがとうございました。
＞
Ａ店長
　B子さん，調子はどう。B子さんもだいぶ仕事慣れてきたよね。B子さんの明るさは，お客さんにも，受けがとてもいいよ。ありがとね。
＞
B子さん
　あ，はい，そういってもらえると嬉しいです。ありがとうございます。
＞
Ａ店長
　あれ，B子さん，なんかさあ，ちょっとだけいつもより疲れてるような感じがするんだけど，大丈夫？なにかあったのかな，なにかあったなら，遠慮なく、話してくれよな。
＞
B子さん
　え，あ，わかりますか，店長ってすごいですね。実は，ちょっと，おばあちゃんの具合が悪くて，ちょっと心配でして。いま、家族で、分担して介護してるんですけど。わたし，おばあちゃん子だったんですよ。
＞
Ａ店長
　あ，そうだったの，それは心配だね。B子さんさ，今週ずっとシフト入ってるけどさ，無理しないでね。なにかあったら，連絡してもらえれば代わりに入るからね。
＞
B子さん
　あ，ありがとうございます。気づいてもらえて，気を使ってもらえて，わたし，すごい嬉しかったです。
＞
ナレーション
　このときＡさんはこう思っていました。
Ａ店長
やっぱり，コミュニケーションたくさんとるって，大事だなぁ。B子さん，そういう事情があったのかぁ。B子さんの変化に気づいてあげられて，よかったよかった。
＞
ナレーション
　また，ある日のことです。
　今日もまた、ちょうどB子さんが出勤してきたところでした。
B子さん
　あ，Ａ店長，おつかれさまです。
＞
Ａ店長
　おー，B子さん，おはよう，今日もよろしくねー。
　ところでさぁ，B子さん，B子さんいつも土曜日にシフト入ってたけどさ，今月全然はいってないじゃん。どうかしたの？
＞
B子さん
　え，あ，いや，特に理由はないです。ホントにないです。
＞　
Ａ店長
　えー，なに，なんか変じゃん，どうしたのB子さん，なんかいつもと違うじゃん。何か理由があるなら教えてよ。なにか力になれることがあったら力になりたいからさ。
＞
B子さん
え，いや，A店長，本当に，特に理由はないんですよ。
＞
ナレーション
　この時，B子さんは内心，こう思っていました。
B子さん　
　本当は，彼氏とデートなんだけど，なんか、男の人って、すごい詮索してくる人いるから、言えないわ。恥ずかしいし。絶対言えない。
＞
ナレーション
　B子さんは，内心，このように思っていたにも関わらず，Ａさんは，その後も，たびたび，B子さんが土曜日のシフトに入らない理由を聞き出そうとし，このような会話を繰り返していました。しかし，B子さんは答えませんでした。
＞
ナレーション
　また，ある日のことです。
Ａ店長
　あれれ，B子さん，そのスマホ，最新型のやつじゃん，うわー，いいなぁ。ちょっと見せてよ。あ，なんか今，ちらっと男性の写真が見えた，もしかして，彼氏？彼氏でしょ，ちょっと見せてよ見せてよ。ほんとは、B子さん彼氏いるんでしょ？
＞
B子さん
　え，い，いや，彼氏なんていませんよ，ちがいますよ。
＞
Ａ店長
　なんだよ，B子さん，ノリ悪いなぁ。おれたち仲間じゃん，がっちりスクラム組んで仕事したいんだからコミュニケーションとろうよー。
　わかった、じゃあ、おれのスマホの壁紙見せるからさ。じゃーん、アイドルの水着姿にしてるんだー。ちょっと見てよ、このアイドルの水着姿。きれいでしょ？
＞
　このようにして、A店長は、B子さんに、グラビアアイドルの画像をB子さんに見せようとしました。
＞
　そのため、B子さんは困ってしまい、なんとも言えない反応をしていました。

B子さん
　え，あ，えっと、は，はあ・・・。そうですね・・・
＞　
ナレーション
　また，ある日のことです。
　Aさんは、だんだん、B子さんのことが気になるようになってきてしまいました。
　
　うーん、なんだか、最近、B子さんのことが気になるんだよな。まずいなぁ。おれには妻も子供もいるのに、なんだか、どうしても、気になっちゃうんだよなぁ。
＞　
ナレーション
　また，ある日のことです。
　ちょうど、Ｂ子さんが、その日の仕事を終えて、帰ろうとしているときでした。
　Ａさんは、Ｂ子さんに話しかけました。
＞
　ねえねえ、Ｂ子さん、ちょっと、飲みに行こうよ。ちょっとだけだから、いいじゃん。
＞
　店長、困ります。私もう帰りたいんです。
＞
　ええー、おかしいじゃん。先週も先々週も断ったんだから、今日くらいはお酒に付き合ってよ。
　あ、わかった、じゃあ、誰かほかにも誘うからさ。誘えばだれか一人くらい来るだろうからさ。もしかしたら、誰も来ないかもだけど、とにかくそれなら良いでしょ？
＞
　いえ、困ります。わたし、いけないです。
＞
　ふーん、そんなこと言っていいの？おれ、この店の店長なんだよ。上司だよ。
　そんなこと言っていいのかな？
＞
　え、それって、いったい、どういう意味ですか？
＞
　いや、別に。自分で考えてみたら。
＞
　さて、クイズです。今の物語、どの部分が、どのように問題だと思いますか？

